
職員の感想

子どもたちに住み続けられる街にするために、これまで覚えてきたSDGs

の目標が達成されたらいいね、と伝えました。温暖化や戦争、災害などに

ついてたくさん意見が出てきました。回数を重ね、それぞれの目標は繋が

っていることを理解してきて、活発な話が出来ました。

SDGsプログラム実施レポート
No.11 「住み続けられるまちづくりを」

みんなは普段暮らす街がどんな風にできているか知っているかな。
世界には様々な街があるけれど、人が住みたいと思うような街ってどんな街だろう。
街に人が増えるとどんなことが起こるかな？連想しながら意見を出し合いました。

住み続けられる街づくりについて考えてみよう！

①人が住んでいるところはどんなところかな？

⇒家があるところ、環境が良いところなど

②町に人が増えるとどうなるかな？

⇒事故が起こる、感染症が流行する、二酸化炭素が増えて

地球温暖化が進む、ごみが増えるなど

③みんなにできることはなんだろう？

⇒リサイクルをする、不要なものは買わない使わない、

友達と仲良くする、困っている人を助けるなど

子どもたちが感じたことや感想など

・災害のない街に暮らしたい（2年）

・スラム街のごみを野菜や植物に変える

・争いやいさかいがない街に住みたい（1年）

・住み続けられる街づくりをするのも大変

・地球温暖化を止めたら住み続けられる（4年）

・地震が起こったら安全な場所に逃げる

・住み続けるためにCO2を減らす（4年）
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